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論文 

講義の談話における「が」「けれども」の用法 

Usage of Japanese particles ga and keredomo in lecture discourse 

石黒 圭 

 
要旨 

本研究は、人文科学系の 4 本の講義において、接続助詞「が」「けれども」とその変異形（ガ・

ケド類とする）の使用実態を調査・考察したものである。その結果、つぎのようなことがわ

かった。 
①講義におけるガ・ケド類は 26 秒に 1 回程度出現している。 
②講義のガ・ケド類のうち、前置き用法が 4 割程度でもっとも多く、続いて逆接用法、挿

入用法が 2 割弱、文末用法、提題用法が 1 割強となる。 
③講義全体では逆接用法のガ・ケド類は多いとは言えない。また、ガ・ケド類が逆接用法

を喚起するのに逆接の接続詞の力を借りることがある。 
④前置き用法は予告的に、挿入用法は補足的に受講者の理解に役立つ情報を示す。この二

つは文の構造を複雑にしがちだが、文の構造ではなく情報の内容に意識が向けば、講義

のポイントを知る手がかりとなる。 
⑤提題用法はパワーポイントのスライドとともに使われやすく、視覚情報を用いた講義内

容の構造化が図りやすくなる。 
⑥相手の反応を引きだすことを目的とした文末用法は、あまり多くは使われないが、会話

に近い話体の講義では増加する傾向にある。 

 
キーワード：逆接、前置き、挿入、提題、文末 

１. はじめに 

本稿で扱う講義の接続詞とは広義の接続詞で、接続詞相当の機能を持つ副詞や連語を含む。 
 

【表 1】総文数にたいする接続詞の出現頻度（石黒ほか（2009：79）参照） 

ジャンル 総文数 接続詞数 割合（％） 
社説 99,514 12,156 12.2％ 

コラム 36,527 2,895 7.9％ 
論文 19,705 5,020 25.5％ 

エッセイ 17,952 2,365 13.2％ 
小説 730,510 75,709 10.4％ 

シナリオ 38,984 1,186 3.0％ 
講義 6,717 2,481 36.9％ 
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講義の接続詞をほかのジャンルと比べた場合、二つの大きな特徴がある。一つは、使用

頻度が非常に高いということである。表 1 は、石黒ほか（2009：79）からの転載であるが、

講義の接続詞の出現頻度が 36.9％を占め、3 文に 1 文以上に接続詞が現れていることがわ

かる。 
講義の接続詞のもう一つの特徴は、連接関係から見た場合、逆接の出現頻度が低いとい

うことがある。表 2 は、石黒ほか（2009：80-82）から、各ジャンルの出現頻度上位 5 位

までを抜きだしたものであるが、社説・コラム・論文・エッセイ・小説・シナリオと、講

義を除くすべてのジャンルで、1 位は「しかし」「だが」「でも」といった逆接の接続詞が

占めている。 
しかし、講義だけは「で」をはじめとして、おもに添加を表す接続詞「で」「それから」

「そして」が上位 3 位を占め、帰結を表す「つまり」「だから」がそれに続いている。ち

なみに、逆接の接続詞は「でも」が 6 位で初めて現れ、用例数は 51 と相対的に少ない。 

【表 2】接続詞の種類別出現頻度上位 5 位（その 1）（石黒ほか（2009：80-82）参照） 
 社説 出現数  コラム 出現数 論文 出現数 エッセイ 出現数

1 しかし 2,942  だが 667 しかし 700 しかし 346
2 だが 1,752  しかし 259 また 488 そして 249
3 また 821  ただ 171 そして 305 だが 140
4 さらに 582  だから 96 さらに 233 ところが 108
5 一方 494  もっとも 91 たとえば 204 だから 94

【表 2】接続詞の種類別出現頻度上位 5 位（その 2）（石黒ほか（2009：80-82）参照） 
 小説 出現数 シナリオ 出現数 講義 出現数 

1 しかし 15,464 でも 227 で 1,108 
2 そして 10,788 だから 145 それから 251 
3 だが 3,553 じゃあ 84 そして 146 
4 それから 3,051 それで 69 つまり 99 
5 すると 2,755 だって 62 だから 80 

このように、接続詞から見ると、講義というジャンルにおける談話展開は順接型を基調

とすると考えられている（金久保（1993）、石黒ほか（2009）など）。 
しかし、はたしてそれは事実なのだろうか。そうした疑問が生じる理由は、講義には「が」

「けど」「けれど」「けども」「けれども」といった接続助詞（以下ガ・ケド類と表記する）

が豊富に使われているからである。 
たしかに、講義を眺めていると、逆接の「でも」や「しかし」の出現数は低いのだが、

それをガ・ケド類が補っているような印象を受けるのである。これがもし正しいなら、講

義はかならずしも順接基調ではなく、文の切り方がほかのジャンルと異なっているにすぎ

ず、1 文のなかに逆接が含まれているのではないかという仮説が成り立つ。講義の談話は
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独話であるため、文よりも節が基本単位となっており、1 文が長く続くことが少なくない

からである。 
そこで、リサーチ・クエスチョンとして、以下の三つを立てる。 

 
① 講義におけるガ・ケド類の出現頻度はどのくらいなのか。 
② 講義のガ・ケド類のうち、何％ぐらいが逆接用法なのか。 
③ もし、逆接用法のガ・ケド類が多いなら、逆接の接続詞「でも」「しかし」などと

どのような関係にあるのか。また、もし、逆接のガ・ケド類がさほど多くないなら、

いったいガ・ケド類は逆接以外のどのような機能を果たしているのか。 
 
その 3 点をとおして、講義でガ・ケド類が多用されている実態とその理由を明らかにし

たい。 
本研究は、稿末で示す科研費の助成を受けたものである。そこでは、人文科学系の 14

講義が扱われているが、本稿は、そのなかで、詳細な理解データを収集した講義 A、講義

B、講義 G、講義 H の 4 本を対象にする。分析に先立ち、その概要と性格を示す。 
 

【講義 A の概要】接続詞による「言い換え」の技法について、まず、「リダンダンシア」を

例に定義をして、次に、書き言葉の「言い換え」の特徴として、接続詞「すなわち」「つま

り」「要するに」の用法を述べる。さらに、話し言葉の「言い換え」について、接続詞「て

いうか」の用法を説明し、最後に、講義内容の要点をまとめて、次回の講義を予告する。 
 
【講義 B の概要】レトリックの「多重」の技法について、商品名「SUNOMO」によって導

入して、次に、かいけつゾロリを例に駄洒落が多重の技法につながることを述べる。さらに、

芥川龍之介、小沼丹、国木田独歩、夏目漱石の文学作品において「多重」の用法を概観し、

井上ひさしのパロディの技法を集中的に論じることで講義をまとめる。 
 
【講義 G の概要】「日本語の人称表現」について、まず、社会言語学の「種類」「選択」「変

化」に基づく講義の課題の定義と四つの特徴を示し、次に、人称表現の種類・話し手・聞き

手や状況・時代変化の例と用法を述べ、最後に、日本語の人称表現の四つの特徴を反復して

講義内容をまとめ、終える。 
 
【講義 H の概要】「日本語の動詞の活用」について、二つ（変格活用を含めると三つ）のタ

イプがあり、国語教育と日本語教育では二つのタイプの名称や活用の考え方が異なることを

示した後、その二つのタイプを語形から見分ける方法を提示し、そこには古典語から現代語

になる際の変化の痕跡が残っていることを指摘し、終える。 

 
講義 A は 30 代男性の 61 分 42 秒の講義、講義 B は 40 代女性の 51 分の講義、講義 G

は 40 代男性の 97 分の講義、講義 H は 50 代女性の 96 分 30 秒の講義である。時間にはい
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ずれも調査説明の時間も含んでいる。講義 A と講義 B は大学の実際の講義であり（残りの

30 分は講義理解の調査に充てられている）、講義 G と講義 H は、受講者である学部学生が

実際に講義を聞くなかで行われた模擬講義である。 

２. ガ・ケド類の出現頻度 

逆接の接続詞およびガ・ケド類の出現頻度は【表 3】のようになる。 
逆接の接続詞の出現頻度は、青木（2014）を参考にした。出現している形式は「（それ）

でも」「ところが」「けれども（その変異形も含む）」「だが（その変異形も含む）」「しかし」

「それどころか」である。一方、ガ・ケド類の出現頻度は、MeCab による形態素解析を

行い、筆者自身が目で確認したものによる。 

【表 3】逆接の接続詞およびガ・ケド類の出現頻度 

 逆接の接続詞 ガ・ケド類 
文頭 文中 小計 ガ ケド類 小計 

講義 A 12 7 19 51 71 122
講義 B 17 8 25 18 120 138
講義 G 31 14 45 14 242 256
講義 H 8 3 11 99 105 204
計 68 32 100 182 538 720

 
720 という数字は、ガ・ケド類が 26 秒に 1 回程度出現している計算となり、100 とい

う逆接の接続詞にくらべ、かなり高い頻度である。この数字から考えると、ガ・ケド類に

かりに逆接が多く含まれているならば、講義では、文と文の切れ目ではなく、節と節の切

れ目で逆接が多く使われており、講義全体としても逆接基調であると言える可能性がある。 

３. ガ・ケド類の逆接の割合 

【表 3】から、ガ・ケド類の出現頻度が、逆接の接続詞の出現頻度よりはるかに高いこ

とがわかった。では、ガ・ケド類のなかで、逆接ははたしてどのくらいの割合を占めるの

だろうか。 
用法の分類については、森田（1980）、三枝（2007）など、諸説あるが、ここでは、そ

のなかでも比較的わかりやすい永田・大浜（2001）の「逆接用法」「対比用法」「前置き用

法」「提題用法」「挿入用法」「終助詞的用法」の 6 分類とその用法名を参考にする。 
ただし、「逆接用法」と「対比用法」は区別が困難であることが多く、石黒（1999）に

したがうと、ガ・ケド類の「対比用法」はすべて「逆接用法」と考えることが可能である。

そこで、本稿では「対比用法」を「逆接用法」に含める。 
また、「終助詞的用法」という名称は、「文末用法」という名称に変える。内田（2001）

や白川（2009）らの研究に見られるように、「言いさし」と呼ばれる文末のガ・ケド類の
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用法は複雑で、すべてを「終助詞的用法」と呼ぶのは困難だからである。また、音声であ

る講義を考える場合、講義を聞く受講者の立場からすると、線条的な構造が重要であり、

線条的な構造を反映した名称が妥当と判断したからである。 
こうした観点から、講義のガ・ケド類の用法を再整理すると、「逆接用法」「前置き用法」

「提題用法」「挿入用法」「文末用法」の五つになる。この五つの用法をまずは説明する。 
「逆接用法」は、先行する従属節から推論を行ったとき、後続の主文がその推論に反す

る関係になるものである。ほかの用法にくらべ、従属節に準体助詞「の」が入らないこと

が多い。 

G-387 もちろん、その、女子中学生が、一時期「ぼく」というのを使うケースはあり

ますけれども、それはいずれ消滅していくということになります。 

すでに述べたように、対比的なものも、推論に反する結果を導くという点でこの逆接用

法に含めて考える。 

G-412 ｛女子学生の「うち」という自称詞使用について｝周りは使っているけど、自

分は使わない。 

「前置き用法」は、先行する従属節と後続の主文が直接的な論理関係を形成しないもの

の、先行する従属節で後続の主文の理解を助ける情報を示すものである。先行する従属節

は、受講者がこれから耳にする内容を予告し、方向づける働きをする。 

H-051 えーっとー、最初は現代語の動詞ということに限ってお話をしますが、現代語

の日本語の動詞、 活用の種類っていうのは何パターンあるでしょうか。 

先行する従属節と後続の主文の関係は多様で、なかには順接のような関係を持つものも

ある。ただし、ガ・ケド類が積極的に順接を表すわけではない。 

H-128 と、そうすると、まあ、ここ、語幹のところ、空けてありますけども、えーっ

と、書き込んでください。 

H-128 に見られるように、前置きでは「けれども」のあとに「えーと」や「あのー」が

来やすい。つまり、次に来る内容をあまり考えておらず、言ってから考えることが多い。

その意味で、接続詞「で」と共通点がある（石黒 2010）。 
「提題用法」は、単独の名詞や名詞句、ときには副詞節に後接し、文全体の話題や注目

したい要素を提示するものである。従属節の内容を提示してから考えるという意味で「前

置き用法」に近い。 

G-219 じゃ、えっと、今日の話ですけれども、今日は、えっと、四つのことについて、

えーと、皆さんにお話をしたいというふうに考えています。 
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「挿入用法」は、文法的な構造から考えるとやや不自然な位置に割って入る補足的な情

報を示すものである。すでに述べた内容だけでは情報が不足していると話し手が判断した

場合に、当初の発話計画を変更して入れるものである。聞き手の理解に役立つ情報を加え

る点では「前置き用法」と似ているが、計画を変更してあとから加えるという点に違いが

ある。 
G-207 では、講義者 G が、日本人学生にわかる一般的な例として英語を挙げたものの、

受講生のなかに中国人留学生が含まれていることを思い出して、発話計画を変更したもの

と考えられる。 

G-207 で、あの、たとえば、英語、中国語もそうだと思いますけれども、あの、人称

表現によって個性を出すということは、非常に難しいです。 

「文末用法」は、文末にガ・ケド類が来るものである。補足的な情報を示す倒置のこと

も、すべてを語らないことで暗示的意味を聞き手に理解させる「言い残し」のことも、そ

もそもそこで完結している「言い終わり」のこともある（白川（1996）、内田（2001））。
たとえば、A-018 は言い終わり、A-020 は倒置であると考えられる。 

A-018 これは、あの、ま、私自身、日本語教師、つまり、留学生に日本語を教える仕

事をしているわけですが、普段。 
A-019 その中で、一つのトレーニングとして、リ、リダンダンシアというのがあります。 
A-020 ま、聞き慣れない言葉だと思いますけれども↑。 

これら五つの用法を整理した結果は次ページの【表 4】のようになる。この調査結果に

基づき、次節で考察を行うことにしたい。 

【表 4】ガ・ケド類の用法別出現頻度 
 逆接 前置き 提題 挿入 文末 計 

講義 A 
ガ 7 20 4 17 3 51

ケド類 16 30 7 11 7 71
小計 23 50 11 28 10 122

講義 B 
ガ 2 6 1 0 9 18

ケド類 28 49 3 8 32 120
小計 30 55 4 8 41 138

講義 G 
ガ 4 3 0 6 1 14

ケド類 55 76 51 49 11 242
小計 59 79 51 55 12 256

講義 H 
ガ 14 52 3 24 6 99

ケド類 17 50 3 22 13 105
小計 31 102 6 46 19 204

計 143 286 72 137 82 720
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４. ガ・ケド類の諸用法の考察 

【表 3】で見たように、講義 A の逆接の接続詞の数は 19、講義 B は 25、講義 G は 45、
講義 H は 11 の計 100 であったのにたいし、【表 4】では、講義 A の逆接用法のガ・ケド類

の数は 23、講義 B は 30、講義 G は 59、講義 H は 31 の計 143 であった。この結果、逆接

の接続詞と逆接用法のガ・ケド類それぞれが、講義の逆接を表現するさいに役に立ってい

ることが見えてはくるが、絶対数から考えてさほど多いとは言えない。したがって、「講義

はかならずしも順接基調ではなく、文の切り方が他のジャンルと異なり、1 文のなかに逆

接が含まれているのではないか」という本稿の仮説は成り立たないと考えられる。本稿で

は 4 本の講義しか見ていないので一般化には慎重にならざるをえないが、講義が逆接基調

とは少なくとも考えにくいだろう。事実、ガ・ケド類全体に逆接用法の占める比率は 20％
弱である。 

そこで、リサーチ・クエスチョンの③「逆接用法のガ・ケド類が多いなら、接続詞『で

も』『しかし』などとどのような関係にあるのか。また、もし、逆接のガ・ケド類がさほど

多くないなら、いったいガ・ケド類は逆接以外のどのような機能を果たしているのか。」に

立ち戻って考えると、80％強を占める後者の逆接以外の機能を見ていく必要があろう。 
しかし、そのまえにまず「逆接用法」のガ・ケド類を、もう一度見ておきたい。逆接用

法のガ・ケド類について一つ一つの用例を見ていくと、接続詞とセットで使われる例が目

立つ。 

B-406 足元にも及ばないぐらい、まー、立派なんだけど、でも、少しでもあやかりたい。 

全データ中「（それ）でも」は 23 例、「ところが」が 1 例、そのほか、「そうではなくて」

とその変異形が 3 例、対比の「一方（で）」が 2 例出現している。つまり、書き言葉とは

異なり、講義におけるガ・ケド類は少数派なので、逆接や対比の接続詞の力を借りたほう

が逆接であることがより明瞭に表せるという事情があるようなのである。講義に出現する

ガ・ケド類のうち、逆接用法が 20％弱であることにくわえ、この事実を重ね合わせると、

留学生の講義の聴解力をみがくためには、講義においては、逆接用法がガ・ケド類の典型

的な機能であるという先入観から自由になる指導をする必要があるだろう。 
それでは、講義におけるガ・ケド類の典型的な機能として設定するのはどの機能がよい

のだろうか。今回の資料を見るかぎりでは、どの用法もバランスよく出現しているようで

あるが、4 本の講義のいずれでも出現頻度 1 位であり、全体の約 4 割を占める「前置き用

法」がその一番手ということになろう。 
ただ、前置き用法のやっかいなところは、先行する従属節と後続する主文との論理関係が

不明確であるため、逆接用法であれば、形式スキーマを生かしてトップダウン的に処理でき

るのであるが、前置き用法の場合は、そうした論理関係を生かした理解はできない点にある。 
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先ほど、逆接用法のガ・ケド類を相対的に軽く扱ったほうがよいと述べたが、それは従

来の日本語の教科書の扱いがあまりにも逆接用法に偏りすぎているからであり、逆接用法

を的確に捉え、たとえば対比の「は」のような形式スキーマを生かし、強力なトップダウ

ン処理ができれば、理解は正確かつ迅速になるだろう。事実、A-185 では、「話し手の解釈

が入るという意味では共通なんですが」を聞けば、次の文にある「別の面では異なってい

る」という予測が成り立つ。 

A-185 まあ、いずれにしても、その、えーっとー、「つまり」と「要するに」は、話し

手の解釈が入るという意味では共通なんですが、先程見た 3 番の例のように、

その、極端な言い換えも、「要するに」はできる。 
A-186 つまり、「A、つまり B」、「A、要するに B」だけではなくて、その A の部分が

はっきりしないものに対しても、その、解釈を加えて、「要するに」を使うこと

ができるという、そういう用法があるという点で、その、「つまり」と「要する

に」は異なっているだろうと思います。 

しかし、前置き用法が形式スキーマを使いにくいとは言っても、少なくとも、前置きと

して示される情報は、後続する主文の理解に役立つ情報であり、内容スキーマを発動する

ことは可能である。したがって、もしガ・ケド類に先行する従属節の内容が聴き取れてい

れば、後続文脈を聴き取るさいの手がかりには十分になりうるものである。 
また、たとえ聴き取れなかったとしても、そこまでの情報は捨ててもよく、そのあとに続

く情報に全神経を集中しなさいと留学生に指導することも可能であろう。長い講義を聞きつ

づけることは留学生にとって負担であるので、日本語の講義にはガ・ケド類によって生みだ

される適度な「遊び」があるということを知っておくだけで、聴き取りへの心理的負担は軽

減するはずである。 
「提題用法」のガ・ケド類についても見ておきたい。この提題用法の出現頻度は、講義

G に大きく偏っている。その理由は明快で、箇条書きを多用するパワーポイントのスライ

ドによる講義だからである。スライドのポイントとなる部分を提題用法で言及することが

多く観察される。とくにスライドを切り替える前後でよく出現する。 

G-527 で、えっと、次、最後のところなんですけれども、｛スライド切り替え｝時代と

ともに変わる人称、ということで、一応、五つの例を挙げてですね↑、終わり

たいと思います。 

近年、パワーポイントのスライドを用いた講義は増加する傾向にある。パワーポイント

のスライドは視覚情報なので、漢字圏の受講者を中心に聴き取りの助けになる。また、提

題用法によってスライドの指している箇所が分かれば、講義の話題やその前後の関係もわ
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かり、講義内容全体の構造化も容易になる。講義の聴解授業では、このような点に着目し

た指導も今後必要になると思われる。 
「挿入用法」は、以下の H-197 からもわかるように、講義者が話している言葉を自分で

モニターしているときに思いついたことを口にするところから生まれるものである。 

H-197 で、だから「た」だけを語幹にするから、ここを全部消しちゃうことになって、

そうすると、「べ」「べ」「べる」「べる」「べろ」、何［なん］かこう｛笑い｝、あ

んまり言いにくいんですけど、「べ」「べ」「べる」「べる」「べれ」「べろ」「べ」っ

ていう感じになるわけですね。 

とくに、講義者が、目のまえにいる受講者の顔を見ながら自分の話をするときに、この

説明では伝わらないと瞬時に判断し、補足情報を伝えることが起きる。これは、独話なら

ではの自己推敲過程と見ることができる。G-589 では、個人的なことを話しはじめ、その

ようなことを受講生が知るはずがないことに気づき、補足情報を加えている。 

G-589 たとえば、私が、えっとー、何でしょう、娘に対しては、あのー、その、下の

娘、真理［まり］っていうんですけれども、たとえば、「真理」、「真理」という

ことはできます、けれども、「妹」とか「娘」というふうに呼びかけることはで

きませんよね↑。 

また、こうした補足情報がメタ言語的に働くことも多い。そのことで、受講者は理解の

手かがりが得られ、混乱せずに講義に耳を傾けられるようになる。 

H-583 あの、例外があるので、例外は後［あと］で言いますが、とりあえず、今ある

ものだけで、ぱー、ぱっと見ですよ、ぱっと見、母音動詞はこんな形かなと。 

このような計画変更は、推敲の時間が十分にあり、不整表現が嫌われる書き言葉の場合

は削除される一方、対話のような双方向性の高いものの場合は文が短いので、挿入という

よりも倒置という形で現れやすくなると考える。 
一方、「文末用法」は、独話である講義においてはさほど多くは出現せず、全体の 11％

強である。これは、同じ話し言葉でも会話に多いのとは対照的である（田 2013）。 
会話の場合、文末用法のガ・ケド類を使えば、断定を回避し、相手の反応を引きだすこ

とができる。たとえば、「思う」という動詞の場合、「私は～と思うんですけど。」と言うだ

けで、「あなたはどう思います？」という問いかけを含むことができる。ところが、講義の

場合、「私は～と思うんですけど。」では、受講者の目にやや自信なさげに映るため、講義

者は「私は～と思います。」で止めるのが普通であろうし、かりに講義者が受講者に問いか

けたいのであれば、「私は～と思うんですけど、みなさんはどう思います？」と主文を表出

するのが一般的であろう。こうした事情を勘案すると、親しい人どうしの会話では文末用
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法が優勢になり、講義のような公的な独話では挿入用法が優勢になることが予想されるの

である。 
ただし、講義 B においては、文末用法のガ・ケド類が目立つ。事実、全体の半数がこの

講義 B で使われている。この 4 講義のなかだけでなく、全 14 講義を見ても、講義 B の話

体はもっともくだけていて親しみやすく、まるで会話のようである。 

B-418 なくてもいいんだけど，こういうのが入ると，付加価値的な情報として，ほん

と，本編と関係ないです。 
B-419 筋道からちょっと脇に入っちゃってるんだけど，でも，表現の幅を広げるって

いうのかな↑。 
B-420 1 個のことだけ伝えるんじゃなくてね↑，プラスアルファ，プラスアルファの，

こんな遊びもあるよ，こんな脇道もあるよ，っていう，楽しさをプラスする意

味で。 
B-421 で，わかる人にはわかる。 
B-422 でー，それで，わかんない人は，そこがわかんなくても，本筋は，ちゃんと理

解できる。 
B-423 ということで言うなら，邪魔にはならないけど，おまけつきみたいな，そうい

う表現ですよね↑。 
B-424 で，それをね，井上ひさしは，すっごい好きで，やったらやりまくるんですよ

ね↑。 

このように気さくな語り口になると、独話の講義も対話に接近していき、それにとも

なって会話に特徴的なガ・ケド類の文末用法も増えると考えられる。 

５. ガ・ケド類を含む長文への対処法 

逆接用法が中心の書き言葉とは異なり、独話のガ・ケド類は前置き用法や挿入用法が気

軽に用いられるため、複数のガ・ケド類の節を含む長い文になりやすい。その場合、前置

きの階層性（小沼 2011）という観点が重要になる。 
用法の組み合わせとして比較的多く見られるのが、前置き用法＋挿入用法である。 

H-360 えー、この、1 番の活用のこのタイプ。 
H-361 これ、あのー、まずですね、えー、音便の話をする前に、えー、気づいていた

だきたいことがいくつかあるので、ちょっと、それをお話ししたいと思うんで

すが【前置き】、えーっと、まあ、2 番の活用も似たようなところありますけど

【挿入】、まあ、1 番のほうで、今は話をしたいと思います。 
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1 番の活用表を使ってお話しするので、そちらをご覧くださいというつもりで始まった

発話だと思われるが、似たような 2 番の活用表が目に入ってしまったため、受講者の誤解

を招かないようそちらにも言及したというパターンである。書き言葉の感覚では、主文の

「1 番のほうで、今は話をしたいと思います。」という出発点に戻る終わり方は重複してい

て不自然に感じられるかもしれないが、話し言葉ではごく自然な現象である。 
それが少し複雑になったのが、A-084 のようなパターンである。A-084 では、書き言葉

で言い換えが起きる理由を述べたあと、「すなわち」「つまり」「要するに」の各用法の説明

に映るというのがおそらく講義者の当初の計画であったと思われるが、話し言葉で使う形

式である「ていうか」が目に入ってしまった結果、それについて言及せざるをえなくなり、

言及した結果、それをここでの対象外であることをさらに説明せざるをえなくなっている。 

A-084 まあ、書き言葉における言い換えというのは、以上のような、まあ、理由で行

われるんだろうと思いますが【前置き】、(4) それぞれ、えっと、「すなわち」と

「つまり」と「要するに」、ま、「ていうか」まで入ってますけれども【挿入】、

「ていうか」は、ま、話し言葉専門なんで、あとで説明することにしますが【挿

入】、「すなわち」「つまり」「要するに」、この三つの言葉が、あの、どういうニュ

アンスの違いを持って、どういう役割を果たしているか、ということを少し見

たいと思います。 

それがさらに複雑になったのが、H-759 のようなパターンである。H-759 の前半部は、

階層性が見られる大小の前置きがつながっているが、小さい前置きのポイントがより明確

に伝わるように、二度の挿入が行われている 

H-759 はい、えーっと、ちょっと話を戻しますけど【前置き】、それで、まあ、この活

用表をちょっと見ていただきたいんですが【前置き】、一体何が原因で、えーっ

と、現代語の動詞のような形に、まあ、五つ［いつつ］なら五つ［いつつ］で

すね、そちらに変化してしまったのかっていうことを見たいんですが【挿入】、

えーっと、まあ、これに気づいていただけたらと思うんですけども【挿入】、ラ

行変格活用を見てください。(1) 

最初の挿入では「が」を用いたかなり詳しい言い換えがなされ、2 度目の挿入では「け

ども」を用いたカジュアルな言い換えがなされている。たとえて言うと、前置きは漆器作

りの「研ぎ」の過程、挿入は「塗り」の過程のようなものである。木地を繰り返し研ぎ、

繰り返し塗ることで、椀は洗練されていく。同じように、講義のポイントにさしかかると、

講義者は前置きと挿入を繰り返し、講義の内容は洗練されていくのである。 
文の構造を分析すると、かなり複雑であるが、情報を理解することと文の構造を理解す

ることはイコールではない。似たような情報が丁寧に塗り重ねられていることに受講者が
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気づきさえすれば、文の構造自体はわからなくても内容は理解できるようになっている。

ガ・ケド類が頻出するあたりでは、講義者が伝えたいことを、角度を変えて繰り返し伝え

ようとしていることを知ることが、講義理解のコツである。 
また、文の構造がいくら複雑になっても、基本構造は「前置き→挿入」という順序であ

る。この基本構造がわかっていれば、長い文でも、聴き取りには大きな支障がないと思わ

れる。 

６. おわりに 

調査結果およびその考察からわかったことは、次の 5 点である。 

① 講義におけるガ・ケド類は 26 秒に 1 回程度出現している。 
② 講義のガ・ケド類のうち、前置き用法が 4 割程度でもっとも多く、続いて逆接用法、

挿入用法が 2 割弱、文末用法、提題用法が 1 割強となる。 
③ 講義全体では逆接用法のガ・ケド類は多いとは言えない。また、ガ・ケド類が逆接

用法を喚起するのに逆接の接続詞の力を借りることがある。 
④ 前置き用法は予告的に、挿入用法は補足的に受講者の理解に役立つ情報を示す。こ

の二つは文の構造を複雑にしがちだが、文の構造ではなく情報の内容に意識が向け

ば、講義のポイントを知る手がかりとなる。 
⑤ 提題用法はパワーポイントのスライドとともに使われやすく、視覚情報を用いた講

義内容の構造化が図りやすくなる。 
⑥ 相手の反応を引きだすことを目的とした文末用法は、あまり多くは使われないが、

会話に近い話体の講義では増加する傾向にある。 
 
この結果から、留学生の講義理解を促進する教育を考えるうえで、ガ・ケド類をどのよ

うに捉えればよいか、一定の示唆が得られたと考える。ただし、今回は 4 本の講義を扱っ

たに留まる。一般化のためには、より多くの講義を資料とした分析が必要である。今後の

課題としたい。 
 

参考文献 

青木優子（2014）「講義の談話の接続表現の出現傾向」『「大学学部留学生のための講義の談話

に関する研究」論文集』pp.60-73、一橋大学国際教育センター石黒研究室 
石黒圭（1999）「逆接の基本的性格と表現価値」『国語学』198、pp.114-129、国語学会 
石黒圭・阿保きみ枝・佐川祥予・中村紗弥子・劉洋（2009）「接続表現のジャンル別出現頻度

について」『一橋大学留学生センター紀要』12、pp.73-85、一橋大学留学生センター 



講義の談話における「が」「けれども」の用法 

15 

内田安伊子（2001）「『けど』で終わる文についての一考察―談話機能の視点から―」『日本語

教育』109、pp.40-49、日本語教育学会 
小沼喜好（2011）「前置きの階層性について」『流通経済大学流通情報学部紀要』15-2、pp.27-40、

流通経済大学流通情報学部 
金久保紀子（1993）「大学の講義における接続の表現」『日本語と日本文学』18、pp.1-11、筑

波大学国語国文学会 
三枝令子（2007）「話し言葉における『が』『けど』類の用法」『一橋大学留学生センター紀要』

10、pp. 11-27、一橋大学留学生センター 
佐久間まゆみ（2013）「1. 『談話型』から見た講義の談話展開」『日本語学会 2013 年度秋季大

会予稿集』p.28、日本語学会 
白川博之（1996）「『ケド』で言い終わる文」『広島大学日本語教育学科紀要』6、pp.9-17、広

島大学教育学部日本語教育学科 
白川博之（2009）『「言いさし文」の研究』くろしお出版 
田昊（2013）「『言いさし』の『けど』類の使用実態に関する一考察―日本語教育文法の視点か

ら―」『日本語教育』156、pp.45-59、日本語教育学会 
永田良太・大浜るい子（2001）「接続助詞ケドの用法間の関係について―発話場面に着目して

―」『日本語教育』110、pp.62-71、日本語教育学会 
森田良行（1980）『基礎日本語 2―意味と使い方―』角川書店 

 
付記 

本稿は、2011～13 年度科学研究費補助金 基盤研究（B）「大学学部留学生のための講義の談

話に関する研究」（課題番号：23320110、研究代表者：佐久間まゆみ）の研究成果の一部である。 

 
（いしぐろ けい 国際教育センター教授） 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /Aharoni-Bold
    /Andalus
    /AngsanaNew
    /AngsanaNew-Bold
    /AngsanaNew-BoldItalic
    /AngsanaNew-Italic
    /AngsanaUPC
    /AngsanaUPC-Bold
    /AngsanaUPC-BoldItalic
    /AngsanaUPC-Italic
    /Aparajita
    /Aparajita-Bold
    /Aparajita-BoldItalic
    /Aparajita-Italic
    /ArabicTypesetting
    /ARBERKLEY
    /ARBLANCA
    /ARBONNIE
    /ARCARTER
    /ARCENA
    /ARCHRISTY
    /ARDARLING
    /ARDECODE
    /ARDELANEY
    /ARDESTINE
    /ARESSENCE
    /ARHERMANN
    /Arial-Black
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /ArialUnicodeMS
    /ARJULIAN
    /Batang
    /BatangChe
    /BookAntiqua
    /BookAntiqua-Bold
    /BookAntiqua-BoldItalic
    /BookAntiqua-Italic
    /BookmanOldStyle
    /BookmanOldStyle-Bold
    /BookmanOldStyle-BoldItalic
    /BookmanOldStyle-Italic
    /BookshelfSymbolSeven
    /BrowalliaNew
    /BrowalliaNew-Bold
    /BrowalliaNew-BoldItalic
    /BrowalliaNew-Italic
    /BrowalliaUPC
    /BrowalliaUPC-Bold
    /BrowalliaUPC-BoldItalic
    /BrowalliaUPC-Italic
    /Calibri
    /Calibri-Bold
    /Calibri-BoldItalic
    /Calibri-Italic
    /Cambria
    /Cambria-Bold
    /Cambria-BoldItalic
    /Cambria-Italic
    /CambriaMath
    /Candara
    /Candara-Bold
    /Candara-BoldItalic
    /Candara-Italic
    /Century
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /ComicSansMS
    /ComicSansMS-Bold
    /Consolas
    /Consolas-Bold
    /Consolas-BoldItalic
    /Consolas-Italic
    /Constantia
    /Constantia-Bold
    /Constantia-BoldItalic
    /Constantia-Italic
    /Corbel
    /Corbel-Bold
    /Corbel-BoldItalic
    /Corbel-Italic
    /CordiaNew
    /CordiaNew-Bold
    /CordiaNew-BoldItalic
    /CordiaNew-Italic
    /CordiaUPC
    /CordiaUPC-Bold
    /CordiaUPC-BoldItalic
    /CordiaUPC-Italic
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /DaunPenh
    /David
    /David-Bold
    /DFKaiShu-SB-Estd-BF
    /DilleniaUPC
    /DilleniaUPCBold
    /DilleniaUPCBoldItalic
    /DilleniaUPCItalic
    /DokChampa
    /Dotum
    /DotumChe
    /Ebrima
    /Ebrima-Bold
    /EstrangeloEdessa
    /EucrosiaUPC
    /EucrosiaUPCBold
    /EucrosiaUPCBoldItalic
    /EucrosiaUPCItalic
    /EuphemiaCAS
    /FangSong
    /FranklinGothic-Medium
    /FranklinGothic-MediumItalic
    /FrankRuehl
    /FreesiaUPC
    /FreesiaUPCBold
    /FreesiaUPCBoldItalic
    /FreesiaUPCItalic
    /Gabriola
    /Garamond
    /Garamond-Bold
    /Garamond-Italic
    /Gautami
    /Gautami-Bold
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /Gisha
    /Gisha-Bold
    /Gulim
    /GulimChe
    /Gungsuh
    /GungsuhChe
    /HGGothicE
    /HGGothicM
    /HGGyoshotai
    /HGKyokashotai
    /HGMaruGothicMPRO
    /HGMinchoB
    /HGMinchoE
    /HGPGothicE
    /HGPGothicM
    /HGPGyoshotai
    /HGPKyokashotai
    /HGPMinchoB
    /HGPMinchoE
    /HGPSoeiKakugothicUB
    /HGPSoeiKakupoptai
    /HGPSoeiPresenceEB
    /HGSeikaishotaiPRO
    /HGSGothicE
    /HGSGothicM
    /HGSGyoshotai
    /HGSKyokashotai
    /HGSMinchoB
    /HGSMinchoE
    /HGSoeiKakugothicUB
    /HGSoeiKakupoptai
    /HGSoeiPresenceEB
    /HGSSoeiKakugothicUB
    /HGSSoeiKakupoptai
    /HGSSoeiPresenceEB
    /Impact
    /IrisUPC
    /IrisUPCBold
    /IrisUPCBoldItalic
    /IrisUPCItalic
    /IskoolaPota
    /IskoolaPota-Bold
    /JasmineUPC
    /JasmineUPCBold
    /JasmineUPCBoldItalic
    /JasmineUPCItalic
    /KaiTi
    /Kalinga
    /Kalinga-Bold
    /Kartika
    /Kartika-Bold
    /KhmerUI
    /KhmerUI-Bold
    /KodchiangUPC
    /KodchiangUPCBold
    /KodchiangUPCBoldItalic
    /KodchiangUPCItalic
    /Kokila
    /Kokila-Bold
    /Kokila-BoldItalic
    /Kokila-Italic
    /LaoUI
    /LaoUI-Bold
    /Latha
    /Latha-Bold
    /Leelawadee
    /Leelawadee-Bold
    /LevenimMT
    /LevenimMT-Bold
    /LilyUPC
    /LilyUPCBold
    /LilyUPCBoldItalic
    /LilyUPCItalic
    /LucidaConsole
    /LucidaSansUnicode
    /MalgunGothic
    /MalgunGothicBold
    /MalgunGothicRegular
    /Mangal
    /Mangal-Bold
    /Marlett
    /Meiryo
    /Meiryo-Bold
    /Meiryo-BoldItalic
    /Meiryo-Italic
    /MeiryoUI
    /MeiryoUI-Bold
    /MeiryoUI-BoldItalic
    /MeiryoUI-Italic
    /MicrosoftHimalaya
    /MicrosoftJhengHeiBold
    /MicrosoftJhengHeiRegular
    /MicrosoftNewTaiLue
    /MicrosoftNewTaiLue-Bold
    /MicrosoftPhagsPa
    /MicrosoftPhagsPa-Bold
    /MicrosoftSansSerif
    /MicrosoftTaiLe
    /MicrosoftTaiLe-Bold
    /MicrosoftUighur
    /MicrosoftYaHei
    /MicrosoftYaHei-Bold
    /Microsoft-Yi-Baiti
    /MingLiU
    /MingLiU-ExtB
    /Ming-Lt-HKSCS-ExtB
    /Ming-Lt-HKSCS-UNI-H
    /Miriam
    /MiriamFixed
    /MongolianBaiti
    /MonotypeCorsiva
    /MoolBoran
    /MS-Gothic
    /MS-Mincho
    /MSOutlook
    /MS-PGothic
    /MS-PMincho
    /MSReferenceSansSerif
    /MSReferenceSpecialty
    /MS-UIGothic
    /MVBoli
    /Narkisim
    /NSimSun
    /Nyala-Regular
    /OCRB
    /PalatinoLinotype-Bold
    /PalatinoLinotype-BoldItalic
    /PalatinoLinotype-Italic
    /PalatinoLinotype-Roman
    /PlantagenetCherokee
    /PMingLiU
    /PMingLiU-ExtB
    /Raavi
    /Rod
    /SakkalMajalla
    /SakkalMajallaBold
    /SegoePrint
    /SegoePrint-Bold
    /SegoeScript
    /SegoeScript-Bold
    /SegoeUI
    /SegoeUI-Bold
    /SegoeUI-BoldItalic
    /SegoeUI-Italic
    /SegoeUI-Light
    /SegoeUI-SemiBold
    /SegoeUISymbol
    /ShonarBangla
    /ShonarBangla-Bold
    /Shruti
    /Shruti-Bold
    /SimHei
    /SimplifiedArabic
    /SimplifiedArabic-Bold
    /SimplifiedArabicFixed
    /SimSun
    /SimSun-ExtB
    /Sylfaen
    /SymbolMT
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /TraditionalArabic
    /TraditionalArabic-Bold
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Tunga
    /Tunga-Bold
    /Utsaah
    /Utsaah-Bold
    /Utsaah-BoldItalic
    /Utsaah-Italic
    /Vani
    /Vani-Bold
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
    /Vijaya
    /Vijaya-Bold
    /Vrinda
    /Vrinda-Bold
    /Webdings
    /Wingdings2
    /Wingdings3
    /Wingdings-Regular
    /ZWAdobeF
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 2400
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 2400
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 2400
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


